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今
後
も
引
き
続
き

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
を

　

市
で
は
、
定
期
的
に
市
内
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
の

結
果
を
見
る
と
、
7
月
・
12
月

に
行
っ
た
調
査
で
は
着
用
率
が

１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
全

て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
。
今
後

も
車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
の
願
い 

交
通
安
全
！

　
シ
ー
ト
ベル
ト
を
着
用
し
て
い

な
い
人
の
致
死
率
は
、着
用
し
て

い
る
人
の
10
倍
で
あ
り
、人
が
手

で
支
え
ら
れ
る
衝
撃
の
限
度
は
、

時
速
7
キ
ロ
位
ま
で
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
も
し
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
な
い
で
衝
突
す
る

「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
」

　

飯
山
警
察
署　
交
通
課
長

戸
倉 

眞
貴
夫 

さ
ん

市内のシートベルト着用率（20 年）

●期　間　4 月 6 日～ 4 月15 日
●運動の重点
 ・全ての座席のシートベルトとチャ
  イルドシートの正しい着用の徹底
 ・自転車の安全利用の推進
 ・飲酒運転の根絶
 ・生活道路における交通事故の防止

飲
酒
運
転
根
絶
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
、

高
齢
者
の
事
故
防
止
を

　
昨
年
の
飯
山
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故
は
97
件
。
前
年
に
比
べ

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
１
月
に
入
り
再
び
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
一
瞬
に
変
え
て
し
ま
う
交
通
事
故
。
家

族
・
地
域
ぐ
る
み
で
事
故
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

調査月 運転席
（％）

助手席
（％）

県内順位
（全 81中）

4 97.0 68.8 78 位

7 100.0 100.0 1位

9 100.0 81.8 42 位

12 100.0 100.0 1位

４
月
６
日
～
15
日
は

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

　

新
入
学
・
新
学
期
と
な
り
、

子
ど
も
が
交
通
事
故
に
あ
う
危

険
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

 

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

は
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
の
重
点
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

春の全国交通安全運動と
、
ハ
ン
ド
ル
で
胸
を
打
った
り
、

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
突
き
破
り
車

外
に
放
出
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

死
に
直
結
す
る
の
で
す
。

　
市
内
で
の
シ
ー
ト
ベル
ト
着
用

率
は
、
運
転
者
に
関
し
て
は
県

内
で
も
上
位
に
向
上
し
て
き
て
い

ま
す
が
、助
手
席
・
後
部
座
席
の

着
用
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況

で
す
。
自
分
の
身
、同
乗
者
の
身

を
守
る
た
め
、
必
ず
シ
ー
ト
ベル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

△昨年初めて行われた飯水岳北交通
安全住民大会パレード

の
設
置
、
改
造
等
を
計
画
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
都
市
計
画
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さい
。

　

ふ
る
さ
と
〝
い
い
や
ま
〟
の

沿
道
風
景
を
守
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課 

住
宅
・
公
園
景

観
係　
☎
�
３
１
１
１　
内
線

２
４
１
、２
４
４

国
道
１
１
７
号
沿
道
の

屋
外
広
告
物
設
置
規
制
に
つ
い
て

規
制
地
域
内
は
看
板
等
の
設
置
に
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

　

国
道
１
１
７
号
の
沿
道
は
、

長
野
県
屋
外
広
告
物
条
例
等
に

よ
り
広
告
物
の
設
置
規
制
が
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
区
間
ご

と
に 

①
設
置
で
き
る
種
類 

②

大
き
さ 

③
色 

な
ど
の
基
準
が
あ

り
ま
す
。こ
の
地
域
で
広
告
物
を

設
置
ま
た
は
既
存
看
板
の
模
様

替
え
等
を
す
る
時
は
市
に
申
請

が
必
要
で
、基
準
に
あ
わ
な
い
物

は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。
看
板
等

117

第１種地域 第 2 種地域 第 3 種地域 第 1種地域 第 2 種地域
豊田飯山ＩＣ

至 中野市 伍位野交差点

清川橋

至 市街地

綱
切
橋

中
央
橋 大関橋

有
尾
ト
ン
ネ
ル 至 常盤

湯
滝
橋

■規制区域図

屋外広告物の設置基準（概要）
規制の種類

設置場所・種類
第１種地域 第２種地域 第３種地域

共通事項

・地色は赤および黄の原色不可
・地色の彩度８以下
・反射素材、蛍光･ 夜光塗料使用不可
・動光、点滅、回転灯、ネオン照明不可
・屋上、屋根への設置・表示不可

色　数 ３色以内 ４色以内

建物壁
面看板

壁面積に対す
る広告面積
20％以下

同
30％以下

同
40％以下

袖看板 総面積 5㎡以下、上端は軒より低くする

野立看板 １面５㎡以下かつ総面積 10㎡以下、高
さ５ｍ以下

店舗等の敷地外
に設置する広告物

（野立看板）
設置不可

色数３色以内。
（その他は上記「店舗敷地
内設置の広告物」と同様）

耐
震
診
断 
住
宅
募
集

あ
な
た
の
家
は 

大
地
震 
で
も
大
丈
夫
!?

　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
の

個
人
住
宅
で
、
耐
震
診
断
を
希

望
す
る
住
宅
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
お
宅
に
は
、

市
が
委
託
し
た
耐
震
診
断
士

（
市
内
の
建
築
士
等
）
を
派
遣

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
家
屋　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
の
木
造

の
個
人
住
宅

診
断
に
か
か
る
費
用　
無
料

初めての方 簡易診断
（30 分程度）

今までに市
の簡易診断
を受けた方

精密診断
（2 時間程度）

いずれも

 無  料  ! 

精
密
診
断
後
の

住
宅
補
強
工
事
へ
の
補
助
も

　

精
密
診
断
後
の
住
宅
の
補
強

工
事
に
対
す
る
補
助
制
度
（
最

高
60
万
円
）
も
あ
り
ま
す
。

   

平
成
20
年
度 

工
事
費
平
均

    

１
４
２
万
円

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

都
市
計
画
課 

住
宅
・
公
園
景

観
係　
☎
�
３
１
１
１　
内
線

２
４
１
、２
４
４

耐
震
補
強
の
施
工
例●耐震ボード（構造用

　合板）による補強
●金物による補強

（柱･ 筋かい・土台の緊結）

耐震診断の流れ

東大滝橋 国道１１７号 静間バイパス
（第２種地域）

（

）

店
舗
等
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
広
告
物

「エコパーク寒川」一般公開のお知らせ

お問い合わせ　エコパーク寒川  ☎ 69－1085

　新しいごみ処理施設「エコパーク寒川」が４月
１日に本稼動します。試験運転を開始した２月から
はエコパーク寒川でごみの
受け入れを行っており、こ
れまでの岳北クリーンセン
ターは閉鎖していますので
ご注意ください。

■エコパーク寒川　場内図

粗大ごみピット
不燃ごみピット

可燃ごみピット

入 口

出 口

計
量
器

受
付

①

②
③

・可燃ごみ…入口→計量器→①→出口→入口→計量器→出口
・粗大ごみ…入口→計量器→②→出口→入口→計量器→出口
・不燃ごみ…入口→計量器→③→出口→入口→計量器→出口

持ち込みの際の順路

４月 26 日には一般公開を実施
「エコパーク寒川」が
４月から本稼動します

◇ごみの受入時間（４月から） 午前 9 時～午後 4 時 30 分
 ・桑名川区、藤沢区内の道路を通る際は、最徐行して
　 いただくようお願いします。
 ・地域の道路へのごみの飛散・落下防止のため、荷
    台にシートをかぶせるなどして持ち込んでください。

　エコパーク寒川を多くの方にご覧いただくため、
次のとおり一般公開を行います。お誘いあわせのう
え、お気軽にお越しください。
◇一般公開実施日時　４月26日（日）
　　　　　　　　　　午前10 時～午後３時


